
　
２
０
２
２
年
５
月
26
日
に
、共
創
の
場
と
し
て
Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ・ポ
ル
ト
棟
を
開

所
し
ま
し
た
。

　
共
創
の
場
は
、様
々
な
人
々
が
集
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
色
々
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

そ
こ
か
ら
新
し
い
モ
ノ
や
コ
ト
が
創
造
さ
れ
て
い
く
、共
に
創
る
と
い
う
形
の
空
間
で

あ
り
、本
学
と
一
緒
に
何
か
を
起
こ
し
た
い
と
考
え
る
多
様
な
人
々
に
来
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、教
職
員
だ
け
で
考
え
て
い
る
と
何
も
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
を
、他

の
方
が
交
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
予
想
も
さ
れ
な
か
っ
た
効
果
を
生
み
出
す
可
能
性
、す

な
わ
ち
掛
け
算
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
掛
け
算
を
す
る
と
、今
ま
で
単
独
で
は
生
み
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
全
く
別
の
発
想

が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
２
種
類
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、「
漸
進
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と

「
融
合
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、こ
こ
で
は
後
者
を
期
待
し
て
い
ま

す
。誰
か
と
誰
か
が
掛
け
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
って
、そ
こ
ま
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
突
然

変
異
的
発
想
が
出
て
く
る
、そ
れ
は
色
々
な
人
々
が
交
わ
ら
な
い
と
出
て
き
ま
せ
ん
。

　
学
生
も
同
様
で
す
。教
職
員
と
学
生
が
交
わ
っ
た
だ
け
で
、違
っ
た
発
想
が
出
て
く

る
し
、企
業
の
方
々
が
入
っ
て
く
る
と
ま
た
違
っ
た
感
覚
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。固
定
さ

れ
た
集
団
に
全
く
関
係
な
い
方
が
交
わ
る
と
今
ま
で
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
は
思
い
も
つ
か

な
い
効
果
を
生
み
出
し
ま
す
。企
業
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
に
学
生
が
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
提
案
す
る
、そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
と
思
い
ま
す
。

国
立
大
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法
人 

九
州
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大
学
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長
　
三
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学
長
ご
挨
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有
機
的
な
交
わ
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
創
出
で
き
る
設
備

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
、設
備
も

機
能
も
オ
ー
プ
ン
か
つ
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
利
用
が
で

き
る
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
１
階
フ
ロ
ア
の
大

部
分
を
占
め
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は
什
器
も
す
べ

て
可
動
式
と
な
っ
て
お
り
、自
由
に
配
置
が
で
き
る
た

め
、活
用
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
た
多
様
な
交
わ
り
が
生

み
出
せ
る
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
外
か
ら
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
交
わ

り
を
形
成
す
る
た
め
、企
業
様
や
個
人
の
方
が
ご
利

用
し
や
す
い
空
間
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
１
階
部
に
は
、大
小
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
室
や
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
を
設
け
て
お
り
、２
階
部
に
は
、カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
ル
ー
ム
、企
業
向
け
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
設
置

し
て
い
ま
す
。ま
た
、個
人
の
方
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、１
階
と
２
階
を
接
続
す
る
た
め
の
工
夫

と
し
て
、談
話
ス
ペ
ー
ス
に
利
用
可
能
な
大
き
な
階

段「
ジ
ム
ラ
ボ
ス
テ
ッ
プ
ス
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ

の
ジ
ム
ラ
ボ
ス
テ
ッ
プ
ス
を
席
と
し
て
利
用
す
れ
ば
、

１
階
フ
ロ
ア
全
体
を
ス
タ
ジ
ア
ム
の
よ
う
に
活
用
で

き
、大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
が
可
能
で
す
。

が
強
化
さ
れ
て
い
く
中
、「
学
内
で
生
み
出
さ
れ
た
人

材・技
術・設
備
の
よ
り
良
い
活
用
」、「
こ
れ
か
ら
の

大
学
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を

巻
き
こ
ん
だ
拠
点
形
成
」な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

教
育
研
究
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま

し
た
。そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、九
州
工
業

大
学
が
持
つ
人
材
・
技
術
・
設
備
を
有
機
的
に
接
続

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、学
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
発
足
し
ま
し
た
。

　
学
内
外
の
多
様
な
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
を
通
し
て

意
見
交
換
を
行
い
、産
学
官
共
創
拠
点
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
基
本
構
想
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。そ
の
一
つ
の
答
え
と
し
て
、九
州
工
業
大
学
が
持

つ
人
材
・
技
術
・
設
備
の
有
機
的
な
交
わ
り
を
形
成

す
る
産
学
官
共
創
拠
点（
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
）

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
歴
史

の
継
承
と
新
し
い
技
術
・
交
わ
り
の
形
成
拠
点
」を

テ
ー
マ
と
し
た
Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
次
世
代
技
術
の
検
証
も
行
い
、工
学
系
大

学
で
あ
る
九
州
工
業
大
学
ら
し
い
、共
創
空
間
を
演

出
し
て
い
き
ま
す
。Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
多
様
な
活

用
方
法
に
よ
り
、人
材・技
術・設
備
の
有
機
的
な
交

わ
り
の
形
成
拠
点
と
し
て
、産
学
官
一
体
と
な
っ
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
ま
す
ま
す
貢
献
し
て
参
り

ま
す
。

①
九
州
工
業
大
学
が
持
つ
知
識
・
技
術
・
設
備
を
有

機
的
に
結
び
つ
け
る
交
わ
り
の
形
成
拠
点
と
し
て

の
機
能

②
九
州
工
業
大
学
が
長
い
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た

知
見
・
技
術
と
の
接
点
と
な
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

整
備

③
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル（
Ｗｅ
ｂ
会
議
等
の
環
境
整

備
）の
融
合
空
間
で
、産
学
一
体
と
な
っ
た
共
創
活

動
を
実
現

④
九
州
工
業
大
学
が
生
み
出
し
た
技
術
シ
ー
ズ
を

社
会
実
装
す
る
た
め
の
事
業
化
支
援

⑤
九
州
工
業
大
学
が
持
つ
知
識・技
術・設
備
を
基
に

し
た
、企
業
が
持
つ
技
術
課
題
の
解
決
策
の
提
案

　
前
述
の
５
つ
の
機
能
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
は「
人
材
・
知
識
・
技
術
・
設
備
」の

リノベーション前 リノベーション後の1階メインフロアはコワーキングエリアに

Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
５
つ
の
機
能

3
有
機
的
な
交
わ
り
を

促
進
さ
せ
る
設
計

4

　
北
九
州
市
戸
畑
区
に
本
部
を
置
く
国
立
大
学
法

人
九
州
工
業
大
学（
以
下
、九
州
工
業
大
学
）は
、創

立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、長
い
間
親
し
ま

れ
て
き
た
旧
体
育
館
を
大
胆
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、

産
学
官
の
共
創
活
動
の
拠
点
と
な
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス「
　
　
　
ジ
　
ム
　
ラ
　
ボ
　
　
　

Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」と
し
て
再
生
さ
せ
、

２
０
２
２
年
５
月
26
日（
木
）に
開
所
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
九
州
工
業
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス

を
含
め
て
福
岡
県
内
に
３
箇
所
あ
り（
飯
塚
市・北
九

州
市
若
松
区
）、飯
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
同
日
に「
つ
な

が
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
に
よ
る
共
創

の
場
」を
テ
ー
マ
に
ポ
ル
ト
棟
を
開
所
し
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
遡
る
こ
と
２

年
前
、九
州
工
業
大
学
で
は
、産
学
官
に
よ
る
連
携

創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業

1
Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
誕
生
の
経
緯

2

ジムラボステップス

戸畑キャンパス GYMLABO（旧体育館）リノベーション前後の写真
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・
技
術
・
設
備
の
有
機
的
な
交
わ
り
を
形
成

す
る
産
学
官
共
創
拠
点（
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
）

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
歴
史

の
継
承
と
新
し
い
技
術
・
交
わ
り
の
形
成
拠
点
」を

テ
ー
マ
と
し
た
Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
次
世
代
技
術
の
検
証
も
行
い
、工
学
系
大

学
で
あ
る
九
州
工
業
大
学
ら
し
い
、共
創
空
間
を
演

出
し
て
い
き
ま
す
。Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
多
様
な
活

用
方
法
に
よ
り
、人
材・技
術・設
備
の
有
機
的
な
交

わ
り
の
形
成
拠
点
と
し
て
、産
学
官
一
体
と
な
っ
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
ま
す
ま
す
貢
献
し
て
参
り

ま
す
。

①
九
州
工
業
大
学
が
持
つ
知
識
・
技
術
・
設
備
を
有

機
的
に
結
び
つ
け
る
交
わ
り
の
形
成
拠
点
と
し
て

の
機
能

②
九
州
工
業
大
学
が
長
い
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た

知
見
・
技
術
と
の
接
点
と
な
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

整
備

③
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル（
Ｗｅ
ｂ
会
議
等
の
環
境
整

備
）の
融
合
空
間
で
、産
学
一
体
と
な
っ
た
共
創
活

動
を
実
現

④
九
州
工
業
大
学
が
生
み
出
し
た
技
術
シ
ー
ズ
を

社
会
実
装
す
る
た
め
の
事
業
化
支
援

⑤
九
州
工
業
大
学
が
持
つ
知
識・技
術・設
備
を
基
に

し
た
、企
業
が
持
つ
技
術
課
題
の
解
決
策
の
提
案

　
前
述
の
５
つ
の
機
能
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
は「
人
材
・
知
識
・
技
術
・
設
備
」の

リノベーション前 リノベーション後の1階メインフロアはコワーキングエリアに

Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
５
つ
の
機
能

3
有
機
的
な
交
わ
り
を

促
進
さ
せ
る
設
計

4

　
北
九
州
市
戸
畑
区
に
本
部
を
置
く
国
立
大
学
法

人
九
州
工
業
大
学（
以
下
、九
州
工
業
大
学
）は
、創

立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、長
い
間
親
し
ま

れ
て
き
た
旧
体
育
館
を
大
胆
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、

産
学
官
の
共
創
活
動
の
拠
点
と
な
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス「

　
　
　
ジ
　
ム
　
ラ
　
ボ
　
　
　

Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」と
し
て
再
生
さ
せ
、

２
０
２
２
年
５
月
26
日（
木
）に
開
所
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
九
州
工
業
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス

を
含
め
て
福
岡
県
内
に
３
箇
所
あ
り（
飯
塚
市・北
九

州
市
若
松
区
）、飯
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
同
日
に「
つ
な

が
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
に
よ
る
共
創

の
場
」を
テ
ー
マ
に
ポ
ル
ト
棟
を
開
所
し
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
遡
る
こ
と
２

年
前
、九
州
工
業
大
学
で
は
、産
学
官
に
よ
る
連
携

創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業

1
Ｇ
Ｙ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
誕
生
の
経
緯

2

ジムラボステップス

戸畑キャンパス GYMLABO（旧体育館）リノベーション前後の写真
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施設のご紹介

〒804-0015 福岡県北九州市戸畑区仙水町1-1

G Y M L A B O

事前WEB予約でご利用できる会議
室を6部屋ご用意しています。各部屋
でデザインが異なり、フォーマルな会議
や長時間・短時間のミーティングなど、
場面に合わせてご利用できます。
※ワーク1-6・1-7には、ホワイトボード
はございません。

学生たちが集まり情報交換などの交流を行っています。

左.イベント時は展示スペースもご利用できます。／中央.昼休みに利用できるピアノを
設置しています。／右.大型サイネージで学内情報の確認や企業広告も発信できます。

コワーキングエリア

利用料無料、防音の個室でWEB会議などに最適です。
※WEB予約不可、1回の利用時間は最長90分

テレキューブ

ワーク1-2（6名用） ワーク1-3（6名用） ワーク1-4（6名用）

ワーク1-5（6名用） ワーク1-6（8名用） ワーク1-7（6名用）

館内設備

TEL

E-MAIL

093-884-3288
contact@gymlabo.kyutech.jp
会員8：00～22：00　非会員9：30～18：30（平日のみ）

ホームページは
こちら

利用人数：30～50名

その他の設備

GYMLABO 各スペース料金表

※セミナー室、イベントについては、主催者がGYMLABO会員（学内・学外）または非会員かによって判断します。
※料金は税込表記です。

2,000円/1時間

1,000円/1時間

1,500円/1時間

750円/1時間

1,000円/1時間

学内：無料
（1人1日2時間を上限とする。）

学外：500円/1時間

8,000円/1時間

4,000円/1時間

※本学以外の大学生・高校生・中
学生は学生証提示で無料です。
※小学生以下は保護者同伴の
上来場ください。小学生以下の
料金は無料です。

500円/1日

無　料

コワーキングエリア区　分 会議室
（ワーク1-2～1-7）

セミナールーム
（ワーク1-1） カンファレンスルーム

イベント
コワーキングエリア
（貸し切り）

非会員

会　員
（学内・学外）

会議室（ワーク1-2～1-7） 利用人数：6～8名

レイアウトを自由に組み替えでき
るため、スクール形式やワーク
ショップ形式など、目的に合わせて
ご利用できます。

横長の座席配置になるので講師
と近い距離でセミナーを聞くこと
ができます。

カンファレンスルームセミナールーム（ワーク1-1） 利用人数：最大45名利用人数：最大30名

高速
インターネット 電源完備

ホワイトボード
あり

大型モニター
常設

事前
WEB予約

体育館をリノベーションしたコワーキング
スペースであるGYMLABOが利用できます!

出願直後の特許情報の概要
をひと足早くお届けします!

本学生を対象としたイン
ターンシップ型アルバイト事
業にお申込みいただけます!

九州工業大学が、産業界との多様な連携活動を通じて地域の産学官連携の動きを一層加速させ、地域社会の課題解決やイノベー
ション創出に貢献するために、2020年度に創設した産学官連携推進会の愛称です。

KyuTechコラボとは

入会特典

特許優先開示 インターンシップ型アルバイト

KyuTech
入会方法はこちら

インターンシップ型
アルバイトの
開催要項はこちら■1アカウント

■5アカウント
■アカウント上限なし
※1アカウント1名が利用可能です。

  50,000円/年
150,000円/年
500,000円/年

NEW!

その他の特典
■産学官連携関連情報配信
■技術相談サポート

■会員企業の広報
■分析機器利用のご案内

■ローカル5G実証事業にかかる事務手数料の免除
■研究会活動支援

開館時間

九州工業大学 KyuTechコラボ事務局
TEL：093-884-3485　E-MAIL：office@ccr.kyutech.ac.jp

お問い合わせ

年会費とGYMLABOアカウント数について

KyuTechコラボ（九州工業大学 産学官連携推進会）入会で利用料金がお得に
会
員
募
集
中

企業募集期間
2022年7月15日（金）～9月30日（金）

絶賛
募集中!
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